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研究雑話(143)
障害児教育動作字誌上実l!!(61)

藤井力夫

姿撃事闘すの発達とリズム運動の習熟(41)

「安静呼気位』の存在と利用、道具使用の習熟原理。

前回は、上肢支持での鉄棒・回転 うことは重要です。跳躍動作・着地 緩し、関係諸筋がリセットされると

運動における息止め効果についてお 時の胸郭固定も呼気相ですし、歩行 ころがそうで、横隔膜は収縮へと向

話しました。喉頭声門部での括約作 運動での舟指球部着床でも少なくと かい、吸気となるのです。図中・機

用で、声門部でのそれが呼気相でな も左右いずれかで呼気相と対応して 太線がそれで、肺の縮小する力 (+3

され、足腰の方向をも決定するとい います。手足の随意運動の調節には、 c耐120) と胸壁の拡張する力 (-3cm

A 安静呼気位 (機能的残気量)の存在と利用。
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B 呼吸流量の曲線位相とかなづち、のこぎり動作。
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a呼吸涜畳{上 呼気下ー暖気).b心抱動.C手首変位.d:lI'加速1l(村上、.弁 1992).

何らかのかたち H20) とが平衡した位置です。

で呼気での喉頭 安静呼気位・呼気でのかなづち動

括約作用が介在 作、習熟比較図B上、左・ Oさん、

していると仮定 同右 ・大工さん。呼気 ・吸気のサイ

できます。今回 クノレごとにかなづち動作時の手首変

は、雑話139・1 位と降打加速度を摘出。黒丸は心拍

40で取り上げた、 動点。動作時筋電図は本稿 139。増

かなづち動作と 幅機器類は既述。Oさんの呼気と吸

のこぎり動作を 気の時間比はほぼ同じですが、 大工

例にお話したい さんのそれは、動作時・ほぽ2対1

と思います。 の割合です。呼気量の平均(約 300

「安静呼気白 m1)も、安静時の横隔膜変位量に相

(40弛肺活量) 当し、 喉頭声門部が軽く閉じた状態

近傍での息止め を基本としてかなづち動作が実行さ

呼気での喉頭 れていることが想像できます。

括約作用の後、 安静呼気位・呼気でののこぎり動

吸気に換わる場 作、習熱比較図B下、左 ・oさん、
合、そこでの息 右・大工さん。呼吸サイクノレごとの

止めは、 40首肺 のこぎり動作時 ・手首移動を描出。

活量あたりでな のこぎりは引き動作が基本です.大

されると考える 工さんのそれは、呼気時に4回、吸

のが自然です。 気時に2回の割合で遂行されていま

図Aは、肺を伸 す。最後は、 小さい引き動作で、呼

展させる圧力(横 気時に5回、吸気時に3回です。O

軸)と肺の容量 さんは、呼騒サイクノレが不安定で、

変化(縦軸)を 呼気と引き動作が引き込み合ってい

示したものです。 ます。引き動作と呼気運動とが同期

通常の安静時呼 してしまい、軽い吸気が続いてしま

吸では、呼気は、 うのです。先に筋電図で三角筋前部

肺全容量の40%

前後のところで

吸気に換わりま

す。横隔膜が弛

や上腕二頭筋等、届筋放電の傾向を

指摘しましたが(本稿 140)、これ

が暖気を導き、呼気調節の持続を弱

いものにしていると考えられます。


